
 

 

賛美の歌をうたおう                 岩河 敏宏 
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さらに「よい、ほめる」の意味も含まれます。これら

を併せると、私たちの祈りの本質を聴いて神が応えて

下さったことに感謝してほめたたえる、ということが

“賛美”の意味となります。 

 これらを念頭に、冒頭に記した詩編に眼を戻すと、

私たちの苦しみ・喜び・願い・感謝などを祈る場合、

祈りの対象である「主を知ること」がこの詩編の中心

にあります。「知れ、主こそ神であると。主はわたしたちを

造られた」（3 節）とあるように、この私の本質を知って

いるのは、創造主なる神をおいて他には無い、と知る

ことなしには、祈りは空しいものとなります。 

 小羊幼稚園の園舎から「ことりたちは 小さくても 

おまもりなさる 神さま  わたしたちは 小さくても 

おまもりなさる 神さま …」「ぱらぱらおちる 雨よ雨よ 

ぱらぱらぱらと なぜおちる かわいたつちを やわらか

にして きれいな花を さかすため …」という讃美歌が

聞こえてきます。小さなものだからこそ目を留めて、

護り・育まれる神さま。自然の営みにも神さまの御手

が働いて、唯一無二の生命の芽吹きを支えています。

小さなもの、はかないもの、だからこそ大切にされる

神さまに、子どもたちが賛美の歌をうたっています。

幼い魂に、神さまの本質が知らされています。私たち

も、賛美の歌をうたおうではありませんか。 

詩編 100編 2節～5節 
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 小羊幼稚園の毎朝の礼拝や、教会が日曜日にして

いる教会学校と主日礼拝で共通して“ある”ものは

何でしょうか？それは、讃美歌をうたうこと主の祈り

を祈ることです。そこで、今回は賛美について記す

こととします。 

 賛美を辞書で引けば、“ほめたたえる”とあります。

詳しく調べると、神の助けを求めることを贊と言い、

その祈りに対し神が同意し、神の助けを受けて事が

成就することから、神をたたえることを賛といい、

「助ける、同意する、たたえる」の意味となります。

美は、成熟した羊のうつくしさに由来し、うつくしい 


